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図 結.1 温湿度環境整備における現地保存の可能性チェック 
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表 結.1 建造物と建具の状態の確認表 
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示した 32 件である。表 1.2 は、障壁画のみが国の指定を受けているものの一覧で 23 件あ
る。京都にある霊雲院書院は、国指定文化財建造物であるが、文化財指定を受けている軸装
に改変された障壁画は、前身建物の装飾として用いられたもので、現存する建造物には収め
られた経歴がないことから表 1.1 の 32 件には含めず、表 1.2 に分類している。 
表 1.1、1.2 ともに白抜きとしたのは、現在も障壁画が歴史的建造物の内部で現地保存さ
れているものである 3）。どちらの表でも、障壁画が施設保管となっている場合には、保管し
ている収蔵先も合わせて記している。表 1.1、表 1.2 をみていくと、建造物が指定を受けて















































表 1.1 国指定文化財の建造物と障壁画 


































































表 1.2 国指定文化財の障壁画（未指定建造物） 

































表 1.3 施設保管障壁画の代替品 
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めるなど、温湿度変化を最小限にする努力を行っている。2013 年 12 月に 2012 年 10 月か
ら 2013 年 9 月にかけての金刀比羅宮表書院のデータロガーの計測値を閲覧調査したとこ



























図 1.1 ガラス建具の設置（南禅寺大方丈） 


































































図 1.2 アクリル板の設置（青蓮院宸殿） 
図 1.3 アクリル板の設置(大覚寺客殿(対面所)) 図 1.4 ガラススクリーンの設置（妙法寺書院） 

































表 1.4 障壁画の現地保存建造物の活用状況 
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橋廊下で接続したものである 1）（図 2.2）。数奇屋風建築は天保 13 年（1842）に完成し、そ

















たが、萩の間の天袋の 4 面を除いて障壁画は焼失を免れ 4）、復旧した建物に戻された。 




保存状態調査 5）の結果を踏まえ、緊急性の高い襖 6 枚の修理が 2013 年度に完了した 6）。 
好文亭奥御殿では、当初障壁画が不明であるものの、図面資料から画題を決定し、当初の
空間の維持を目指した。再建後の建築空間が変わらずに保存されていることが評価できる。 

































図 2.1 好文亭配置図（偕楽園全体図） 

































図 2.2 好文亭外観 
図 2.3 好文亭奥御殿外観 

































図 2.4 梅の間西面（須田珙中筆） 
図 2.5 松の間南面（須田珙中筆） 

































図 2.6 桃の間南面（田中青坪筆、菊の間と桃の間の二室のみ板床） 
図 2.7 竹の間東面（田中青坪筆） 
- 62 - 
 












屋内の具体的な測定箇所は、図 2.8 の平面図に示す屋内のＡからＨの 8 箇所である。屋内
は、それぞれ床付近と内法長押付近の上下 2 点で各点に温湿度データロガー（オンセット
社、CO-U10-003）7）を設置した。 




光環境の測定箇所は、奥御殿内の 26 面（図 2.8 黒太線部）の障壁画の上・中・下の 3 点
で実施し、温湿度と同様に 2 枚から 4 枚の襖で構成される各面の南北と上下の差の把握を
目的として設定した。光環境の調査は、照度（佐藤商事、LX-1108）10）と紫外線強度（佐藤
商事、YK-35UV）11）を毎月 20 日前後の晴れた日に建物を公開している午前 9 時から午後
4 時頃まで、一時間毎に計測し、記録した。 
温湿度の測定期間は、2012 年 9 月から 2013 年 9 月までの一年間である。光も同様の期
間に実施したが、2012 年 12 月は建造物の修繕に伴う仮設により日射がさえぎられ、正確










































桜の間 東 畳 田中青坪 8 有 有
萩の間 東 畳 須田珙中 18 無 有
紅葉の間 北 畳 須田珙中 10 無 有
松の間 東、西 畳 須田珙中 4 無 有
竹の間 北、南 畳 田中青坪 10 有 有
入側の間 東 畳 田中青坪 2 有 有
菊の間 北、西 板 田中青坪 10 有 有
桃の間 北 板 田中青坪 14 有 有
躑躅の間 北 畳 田中青坪 8 有 無







































図 2.8 奥御殿平面図（測定箇所） 
◎ 














計測した数値は、図 2.9 と図 2.10 からわかるように温湿度ともに屋外と比較すると屋内
の変化の幅は小さくなるものの、博物館の基準とは大きく異なっている。変動の幅も博物
館の基準には収まっておらず、障壁画の保存環境として不適切な状況である。 
日中の室内の温度変化は、季節を問わず雨戸を開放する午前 8 時前後に 2～3℃の変化が
あり 14)、その時間帯以外は屋外の変化に沿って緩やかに変動した。温度の日較差は、季節




日に渡って 80％RH 前後を記録した。表 2.2 に示した各計測点における湿度 80％RH 以上
を記録した時間数からは、A、B 点のある松の間でとくに湿度が高い時間帯が多かったこ
とがわかる。そういった高湿度の室では、温湿度ともに日中の温湿度変動が緩やかであっ
た。湿度の日較差についても風の影響を受ける H 点で最大値を記録した。 
奥御殿内部の温湿度の年較差をみていくと温度は 36℃前後であった。湿度は小さいとこ
ろでも 60％RH、大きいところでは 73％RH を記録した。屋外は温度 41℃、湿度 81％RH
であるので、室内の変動が屋外の変動による影響を大きく受けていたことがわかった。 
表 2.3 は、温湿度の日較差の各月の平均値を示したものである。表 2.3 を見ていくと、
どの計測点でも 6 月から 10 月までの平均値がその他の期間と比較して少ない数値となっ
ていることがわかる。 
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室内の温度日較差の平均値は、6 月から 9 月までの 4 ヶ月間、竹の間以外で 4℃以上に
はならず、他の期間と比較して変動が小さかった。同期間、室内の湿度日較差の平均値も
他の期間と比較して小さかったが、温度よりも各室の計測値にばらつきがみられた。 








具体的な数値をみていくと、屋外の湿度の日較差は、5 月下旬を境に 9 月下旬まで 20～
30％RH 程で、他の期間が約 35～45％RH となっているのに対し、15％RH 以上の差とな
った。この期間は、室内の日較差も小さくなっており、10 月から 4 月の日較差の平均値の
5～6 割程度の数値となっている。6 月から 9 月頃までは降雨量も多く、湿度が比較的低い
場所でも 70%RH 以上の高湿度状態が続いたが、一日の中での変動は小さいことがわかっ




温度の日較差の最大値は、桜の間の F 点の下部で 2013 年 1 月 11 日に記録した。しかも、
午前 7 時から午前 8 時までの 1 時間でその日の最高気温と最低気温を記録し、日較差が
20.31℃となり、同時に湿度も 27.2％RH 変化している。図 2.12 は、その時間帯の F 点下
部の温湿度変化のグラフである。桜の間は、図 2.13 に図示したように太陽高度が低い時間
帯に室内への日射があり、F 点の下部に設置したデータロガー周辺では、日光の直射があり、
雨戸開放直後の温度上昇がみられた。この時間帯の温度上昇について、午前 7 時 30 分から
午前 8 時までの 30 分間に着目すると 2012 年 12 月 24 日に約 8℃の上昇があったことから
はじまり、2013 年の 2 月 11 日に約 8℃、同 13 日に約 5℃と上昇が小さくなって収束して
いた。変化の大小に関わらず、図 2.12 のグラフが示すように午前 8 時に温度の最大値を記
録し、その後徐々に下降して安定していくという変動が共通した。 
湿度の日較差の最大値は、竹の間の H 点上部で 2012 年 12 月 6 日に記録した。この日 
 
表 2.2 好文亭奥御殿の室内環境調査結果一覧 
表 2.3 好文亭奥御殿の温湿度日較差（各月平均） 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































屋外 湿度（％RH） Ｇ点上 湿度（％RH） Ｇ点下湿度（％RH）
図 2.10 屋内外の湿度変化の比較（2013.2～2013.7） 

































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2.12 F 点下部の急激な温湿度変化（2013.1.11、6時～12時） 




















































































































































































































































































































































































































































































図 2.14 H点上部の急激な温湿度変化（2012.12.6、7時半～13時半） 
図 2.15 F 点の平均な温湿度変化（2012.10.1、7 時～13時） 

































図 2.19 紫外線強度（3月） 図 2.18 照度（3月） 
図 2.20 紫外線照射量の年間変化（桜の間） 
図 2.16 日射の状況①（桜の間） 図 2.17 日射の状況②（竹の間） 




が上昇していった。湿度の最高値を午前 9 時半に記録し、最低値を記録する午後 3 時まで



























紫外線強度の年間の変動をみると、すべての室で 3 月と 9 月に室内に照射する紫外線量








大きい下部では、開放時に 0.034mW/平方センチメートル、閉鎖時に 0.009 mW/平方セン

























































図 2.21 紫外線照射量の比較（入側の間、9月、13時） 
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図 2.22 顔料層のひび割れ、剥離(松の間) 
図 2.25 糞尿による汚損(萩の間) 
図 2.23 顔料層のひび割れ(梅の間) 図 2.24 顔料層の剥離(紅葉の間) 


































































図 2.26 剥落止めによるテカリ(菊の間) 
図 2.29 本紙のヤケ(竹の間・図 2.27裏側) 
図 2.27 カビの痕跡(桃の間) 
図 2.28 本紙の破断(竹の間) 













 竹の間東側の 4 面とその裏側にある梅の間、入側の間の各 2 面と竹の間西側の 2 面とそ
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入側の間は、図 2.36 の紫外線照射量の積算値の最も低い数値が 333.3 mj/平方センチメ
ートルで、他室と比較すると低い数値とはいえない状況である。そのため、全体に負担が大
きく、重大な劣化損傷が分布しうる状況といえるが、この 2 面のなかにも劣化損傷の状況



































































































表 2.4 好文亭奥御殿障壁画の損傷要因の分類と発生箇所 

































図 2.30 光の照射と劣化損傷（桜の間） 

































図 2.31 光の照射と劣化損傷（萩の間、西面） 

































図 2.32 光の照射と劣化損傷（萩の間、北面） 

































図 2.33 光の照射と劣化損傷（竹の間） 

































図 2.34 光の照射と劣化損傷（紅葉の間） 

































図 2.35 光の照射と劣化損傷（松の間） 

































図 2.36 光の照射と劣化損傷（入側の間） 
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  この実測調査については、『東京藝術大学百年史 東京美術学校篇 第二巻』（東京藝
術大学百年史刊行委員会、2002,8,15、ぎょうせい）のpp.337に以下の記述がある。 





































7）CO-U10-003製品性能：計測範囲 温度－20～＋70℃、湿度 25～95RH％、精度 温度
±0.4℃（0～40℃にて）湿度±3.5％（25～85RH％、15～45℃にて） 







11）YK-35UV 製品性能：測定範囲 290-390nm:UVA,UVB 領域、0.000～1.999 /2.00～
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れたため、この二室以外では同様の処置をしなかった旨の記録が茨城県に残っている。 





















































































第 3 章 早雲寺本堂における 
障壁画の保存環境と経年劣化 
 
第 1 節 早雲寺本堂の概要 
第 2 節 室内環境変化 
第 3 節 障壁画の特徴  
第 4 節 障壁画の保存状態 
第 5 節 障壁画の劣化損傷要因 
第 6 節 小結 
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とんどが焼失したとされる。翌 13 年に大工の太郎左衛門に宛てた書状 2）に複数の番匠を呼
び寄せる旨が記されていることから、大規模な再建がなされたと考えられている。早雲寺は、
天正 18 年（1590）の豊臣秀吉による小田原攻めにより再び堂宇を焼失し、寛永 4 年（1627）
に寺院を再建した菊径和尚を中興開山とする。 
本堂は宝暦 8 年（1758）の火災によって再度焼失し、現在の本堂はそれ以降に再建され
たもので、箱根町指定文化財となっている 3）（図 3.1）。天明 6 年（1786）の北條安房守宛
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 図 3.1 早雲寺本堂外観 

































表 3.1 早雲寺略年表 
表 3.2 早雲寺本堂障壁画の基本情報 
































 図 3.2 早雲寺絵図（寛政 12 年） 

































図 3.3 早雲寺境内配置図（現状） 

































図 3.4 室中内観（龍図） 
図 3.5 室中内観（虎図） 

































図 3.6 礼之間内観 
図 3.7 檀那之間内観 
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温湿度は、屋内に 10 点、屋外に 1 点の計 11 点の計測点を設けた。屋内は図 3.8 に示す
ＡからＥの 5 箇所にそれぞれ床付近と内法長押付近の上下 2 点に温湿度データロガー（オ
ンセット社、CO-UX100-003）11）を設置した。屋外は、本堂から南方に約 5 メートルの、
地表から 1.5 メートルの高さに屋外用データロガー（オンセット社、U23-002）12）を設置
した。温湿度は 30 分の測定間隔で記録した。計測期間は、室内は 2013 年 4 月 18 日から
2013 年 11 月 13 日で、屋外は 2013 年 4 月 18 日から 2014 年 8 月 17 日である 13）。本堂内

















図 3.8 早雲寺本堂平面図(調査実施箇所) 









3.9、図 3.10 は、2013 年 6 月の 10 日間の温度と湿度の変化をそれぞれグラフ化したもの
である。この期間の前半は、晴天による日中の温度上昇があり、それに伴って湿度も変化し
た様子が確認できる。さらに後半には降雨による高湿度状態の持続がみられ、短期間に本事





た。室内の日較差の平均値は、温度 2.61～2.81℃、湿度 5.40～7.76％RH で、同じ期間の屋
外の日較差の平均値が温度 5.44℃、湿度 23.45％RH であるのに対し、大きな数値を取って















































表 3.3 室内環境調査結果一覧 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































屋外 Ｃ (上部) Ｃ (下部)
図 3.10 湿度変化グラフ(屋外と計測点Ｃの比較、2013.6.5～2013.6.14) 
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 このように計測点によって多少の温湿度変化の違いはあるものの、それぞれの計測値の




 早雲寺では、毎年本堂において 7 月上旬のコンサート、11 月上旬の特別公開が行われて
いる。それらの催行中の本堂は、建具の開放や不特定多数の入室があることで、先に述べた
日常の状況とは異なる特徴的な変化を記録した。 
2013 年のコンサートは 7 月 9 日に開催され、15 時に開場し、16 時に演奏を開始して 18
時に終了した。室中を舞台として、檀那之間と礼之間、縁廊下に計 100 名ほどの観客が入
れる。催行中は、すべての障壁画を取り外し、衣鉢之間に立て掛けて仮置きした。コンサー









の高低差は 8％RH に及んだが、温度変化には、特別な影響が確認できなかった。 






気環境の変化は見学者の入退室の影響のみが現れると考えられる。2013 年は、11 月 2 日か
ら 5 日の 4 日間に特別公開が実施された。図 3.12 は公開期間の温湿度変化のグラフで、コ
ンサートと同じ計測点 E を示した。計測点 E のある礼之間は、見学者の入室があり、公開
の影響により温湿度の変動が起こっていると考えられる箇所である。 

















































 12:00  12:30  13:00  13:30  14:00  14:30  15:00  15:30  16:00  16:30  17:00  17:30  18:00
計測点 Ｅ（礼之間南・下部）
湿度（％ＲＨ） 温度（℃）




















































































































































































































































































































































































































































































































































































図 3.12 特別公開実施中の温湿度変化グラフ 




時間が経過した 10 時前後に 2％RH 程度の湿度の上昇があった。湿度は常に緩やかな変化
を続けているのが、短時間での顕著な上昇は通常時には確認できず、見学者の入場による影
響と考えられる変化であった。 
公開日のうち、3 日の夜中から 4 日の午前中にかけて降雨があり、4 日は箱根の気象観測
所で 30.5 ミリメートルの降水量を記録した。そのため、4 日未明から正午にかけて屋外の
湿度は 100％RH を記録しており、公開中の室内の湿度も 85～90％RH 前後と高湿度であ







環境変化に影響のある入室人数について、5～60 名から 100 名の間に保存環境への悪影響
のある入室人数があると考えられる。その具体的な人数の特定は現段階では出来ないが、少















































図 3.13 コンサート実施時の本堂内部 
図 3.14 特別公開実施時の本堂内部 
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図 3.15 料紙寸法の比較①（間似合紙、室中西側）       
図 3.16 料紙寸法の比較②（竹紙系、衣鉢之間南側） 
図 3.17 欠失の形状（竹紙系）   図 3.18 欠失の形状（間似合紙） 









 表 3.2 の早雲寺年表の太字で示した部分は、障壁画に関する重要事項である。最も古い障
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 早雲寺本堂障壁画は、新しいものでも描かれてから約 250 年が経過しており、全体とし
て経年劣化が進行し、複数回の修理が実施されていることが確認できる状況である。 
近年進んだとみられる修理完了後の損傷は、カビ、虫なめ、虫糞等の付着といった生物被







































 龍図、虎図ともに中央 2 面は、宗教行事等での使用の際に開閉が多く、引き手付近やその
高さに引っかき傷や手垢によると思われる本紙の変色がみられた。 

















































図 3.19 カビによる白い斑点       図 3.20 引き手付近の生活痕   
図 3.21 欠失への補彩 
図 3.22 「鷹居」の印             図 3.23 「福澤」の印  








檀那之間の障壁画は、すべて山水図が描かれているが、東側の 4 面と北側の 4 面は連続
しておらず、年代にも違いがある。 
東側 4 面は、室中と同時期の 17 世紀前半の作品で、全体的に本紙が薄く、脆弱化してい
る。また、この 4 面では左右のどちらかに幅 50 ミリメートル程度の紙継ぎをして現在の柱
間に合わせており、当初は現在よりも柱間の狭い場所にあったものと考えられる。紙継ぎが
されることによって、図様が連続していない箇所もあるが、補紙への加筆は見られなかった。 
 東側 4 面は、早雲寺本堂障壁画の中で唯一顔料の使用が認められる。顔料層が薄いため、
層状での剥離や剥落は起こっていないが、粒子が疎らな箇所はみられるほか、彩色の周辺の
本紙に茶褐色の変色がみられる（図 3.25）。 
 北側 4 面は、礼之間や衣鉢之間と同時期の 18 世紀後半の作品である。東側のような本紙
の脆弱化はみられない。しかし、障壁画の下部には欠失が多数みられる状況は礼之間と類似
しており、こちらも修理後の進行はみられなかった。 






 衣鉢之間は、南側に 4 面、東側に 2 面の計 6 面に連続して商山四皓図が描かれている。
衣鉢之間の障壁画もらいの間や檀那之間の北側 4 面と同様に 18 世紀後半に描かれたもの
で、室中と比較すると本紙の脆弱化があまりみられない 
全 6 面は連続して同時期に描かれているが、南側 4 面と東側の 2 面では保存状態に差が
みられる。東側の 2 面の主だった損傷は、使用時についたと思われる引っ掻き傷であった。 
南側 4 面には、生物被害が大きくあり、2 面には広い面積でカビが現れ、赤紫の変色とと
もに裏面の檀那之間と同様にカビによる黒い斑点が分布する（図 3.26）。 

































図 3.25 木の葉周辺の変色（緑青ヤケ） 
図 3.24 紙継ぎ部分からの欠失 
- 123 - 
  































図 3.26 虫なめ(食損)  
図 3.27 カビによる黒い斑点 
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第 5節 障壁画の劣化損傷要因 
 






























































表 3.4 早雲寺本堂障壁画の損傷要因の分類と発生箇所 
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た。この部分に関しては、2015 年 5 月に本堂の半解体修理が完了したので、開閉の困難が
解消され、今後は損傷が起こる危険性が減少すると考えられる。 


































































図 3.28 襖保管用の棚            
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【第 3 章 注】 
 
1）早雲寺史の取りまとめについては、以下の文献を資料とした。 



























を資料とした。すべてに共通して、室中の 16 面と檀那之間の 4 面の計 20 面が他の障壁











3 カ所で平成 25 年 8 月に数回計測した。しかし、日射の影響が少なかったため、照度の
計測値は低く、紫外線強度に関しては計測可能な範囲である 0.000mj/平方メートルを下
回った。そのため、本論では早雲寺本堂の光環境についてはとくに言及しない。 
 照度と紫外線強度の測定の使用機材は、第 2 章で使用したものと同様の照度計（佐藤商
事、LX-1108）と紫外線強度計（佐藤商事、YK-35UV）である。 
11）CO-UX100-003 製品性能：計測範囲 温度－20～＋70℃、湿度 15～95RH％、精度 温
度±0.21℃（0～50℃にて）湿度±3.5％（25～85RH％にて） 
12）U23-002 製品性能：計測範囲 温度－40～＋80℃、湿度 0～100RH%、精度 温度±0.2℃
（0～50℃にて）、湿度±2.5RH％（10～90℃にて） 
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18）『日本画・書籍の損傷―見方・調べ方』（東京文化財研究所、国宝修理装こう師連盟、オ





















































































第 4 章 興正寺別院本堂における 
障壁画の保存環境と経年劣化 
 
第 1節 興正寺別院本堂の概要 
第 2節 保存環境の状況と特徴 
第 3節 障壁画の保存状態 
第 4節 障壁画の劣化損傷要因 
第 5節 小結 
 

































- 135 - 
 
第 1節 興正寺別院本堂の概要 
 
 富田林興正寺別院は、寺内町である富田林市富田林伝統的建造物郡保存地区の中心に位




 富田林興正寺別院は、町の成立とともに永禄 4 年（1561）に創設されたと伝わるが、当
時の境内地の様相について知ることのできる史料は残されていない。現本堂は、寛永 15 年
（1638）の再建で、近畿地方最古の真宗本堂とされている。記録によると、再建時の本堂は
現存するものより一回り小さかった 2）。元禄 5 年（1692）頃の史料 3）では現在の規模とな
っており、その頃までに増改築がなされた。痕跡調査から当初の本堂は、江戸時代初期の御
坊格の真宗本堂の平面形式を取っていたことが確認されている。本堂は国の重要文化財に




松図 4 面と一連の作品として構成されている（図 4.4）。松図の右下に「狩野寿石筆」の落
款があり、狩野寿石敦信（1644～1718）によるものであることが特定されている（図 4.5）。













































図 4.2 富田林興正寺別院配置図（月刊文化財 2014 年 8 月号より） 
図 4.1 富田林市富田林伝統的建造物群保存地区範囲図 
（「歴史と文化の町並み事典―重要伝統的建造物群保存地区全 109」文化庁編集より） 

































図 4.4 富田林興正寺別院本堂（外陣内観）              図 4.5 落款（松図） 
図 4.3 富田林興正寺別院本堂外観 
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 富田林興正寺別院本堂での温湿度計測は、図 4.8 に A から D で示した外陣の 4点と内陣




A から D は、長押に金箔が押されていたため、障壁画の足元の床付近のみにデータロガ
ーを設置した（図 4.6）。E、Fでは長押への設置が可能であったので、床付近と内法長押付
近の上下 2 点にデータロガーを設置した（図 4.7）。使用したデータロガーはすべてオンセ
ット社（CO-UX100-003）8）の同一機種である。 
測定間隔は 15分に設定し、定時から記録を開始した。計測期間は、2014年 6月 16 日か
ら 2015 年 2 月 10 日とした。測定を実施していない屋外の状況に関しては同一期間の気象
庁の大阪市のデータを参照した。 
光環境については、障壁画 8 面のそれぞれの中央を計測点とし、計 8 点の照度と紫外線














図 4.6 データロガー設置状況（床付近）      図 4.7 データロガー設置状況（長押） 

































図 4.8 興正寺別院本堂平面図（調査実施箇所） 













度は 1～3％RH 程度であった。表 4.1 は、室内環境調査の測定値を一覧にしたものである。 

















た時間数が前計測時間である 5711 時間中、上部で 8.50 時間なのに対して下部では 34.75
時間と約 4倍であった。 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































外陣南（Ａ） 外陣中央南（Ｂ） 外陣中央北（Ｃ） 外陣北（Ｄ）
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































外陣南（Ａ） 外陣中央南（Ｂ） 外陣中央北（Ｃ） 外陣北（Ｄ）
図 4.10 湿度変化のグラフ（2014.7.1～7.7） 
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図 4.9、図 4.10 は、本堂内部の 2014 年 7月 1 日から一週間の温湿度変化グラフである。 
この期間は、短い期間に特徴的な温湿度変化が起こっていた部分である。まず、7月 2 日
は晴天で、外陣南側では午前 6時台にこの日の最低気温である 24.34℃を記録してから午後
4 時に 28.28℃を記録するまで温度上昇が続いた。日較差は、3.93℃と平均の 3.60℃より少
し大きい程度であるが、7月から 9月頃までの晴天日の日較差は大きくても 4℃台前半であ
ったので、この日の日中の温度上昇が大きかったといえる。 





また、図 4.10をみていくと 2日までは晴天が続き、湿度 60％RH 台の推移となっている
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 湿度は、夏場の降雨があった日でも 80％RH を超えることはほとんどなく、計測箇所ご








































 表 4.2 は、興正寺別院本堂障壁画に照射している光の紫外線強度と照度の測定値である。
表では、松図と梅竹図ともに最北部を 1番とし、南に向かって順番に番号を振っている。そ
れぞれの襖の中央で計測した数値を示した。測定は晴天であった 2014 年 7 月 29 日の 10
時、12時、14時の三回実施した。 
光環境の計測値は、最南部に位置する襖で最も高く、北に向かって徐々に数値が減少した。
紫外線強度、照度ともに 12 時の数値が最も高い数値となり、最南部の照度は、12時に 684.0 
ルクスを記録し、最北部の 55.1 ルクスと比較すると 10 倍以上の大きい数字となった。そ
の際の紫外線強度は、最南部で 0.009 mW/平方センチメートル、最北部で 0.001 mW/平方
センチメートルとこちらは照度ほどの差ではないものの、最南部の計測値は最北部の 9 倍
となった。また、14時には最南部で 0.002 mW/平方センチメートルを記録したほかは、は
紫外線強度計の検出限界値であるである 0.000 mW/平方センチメートルを下回った。 













































表 4.2 興正寺別院本堂の光の照射量（2014.7.29 測定） 























図 4.12 紫外線強度グラフ             図 4.13 照度グラフ 

































図 4.14 前回修理の記録（梅竹図最南部の裏） 
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図 4.15 彩色層下の金箔（梅竹図）          図 4.16 欠失や補紙の黒ずみ（松図） 
図 4.17 水平方向のすり傷                    
図 4.18 加筆・補彩①                       図 4.19 加筆・補彩② 
 



































































































図 4.20 大規模な欠失                     
図 4.21 加筆・補彩              図 4.22 本紙の剥離 
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表 4.3 興正寺別院本堂の損傷要因の分類と発生箇所 

































図 4.23 光の照射量と損傷状況（松図） 

































図 4.24 光の照射量と損傷状況（梅竹図） 
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 「昭和三十二年四月 補修 
          越井隆一 
            敏子 
            弘純」 
 戦時中の学童疎開の受け入れや以後の修理状況については、所有者への聞き取り調査に
よる。 
8）CO-UX100-003製品性能：計測範囲 温度－20～＋70℃、湿度 15～95RH％、精度 温
度±0.21℃（0～50℃にて）湿度±3.5％（25～85RH％にて） 
9）LX-1108 製品性能：測定範囲 1～400000Lx（分解能は数値によって異なる）、精度 ±
（3%rdg.＋0.5%F.S.） 
10）YK-35UV 製品性能：測定範囲 290-390nm:UVA,UVB 領域、0.000～1.999 /2.00～
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第 1節 正伝寺本堂の概要 
 
正伝寺は、京都市北区西賀茂に位置する臨済宗南禅寺派の寺院で吉祥山と号す。 
 正伝寺本堂は、慶長 7 年（1602）から 8年の歳月をかけ、伏見城の本丸御殿として造営
されたもので 1）、国の重要文化財に指定されている 2)。寛永 3年（1626）に徳川家光の命で





 元禄 3年には、仏間の奥に位牌所を増築し 5)、現在の姿となった。つまり、正伝寺本堂は、
城郭御殿から寺院の御成の間、寺院本堂と二回の移築を経て現在の姿となっている 6)。 




















































図 5.1 正伝寺本堂平面図 

































図 5.2 正伝寺本堂外観（正伝寺提供） 
図 5.3 正伝寺本堂内観（上二之間より上一之間を望む） 
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図 5.4 正伝寺山門周辺 
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最後の修理は、平成 9年から同 13年に国庫補助を受けて実施された 17)。その際に襖の構
造材である内部の木枠や黒漆塗りの縁などの木材はすべて新調されており、今回の調査で
も襖に歪みなどの変形は確認されなかった。 









































図 5.5 本紙の継ぎ足し（上一之間壁貼付）     
図 5.6 虫なめ（下二之間、舞良戸）           図 5.7 締まり金具の損傷（室中、舞良戸） 

























室中は、桁行 3 間、梁間 2 間の室である。障壁画は、西側の仏間境は両脇に 2 面の壁貼




上二之間境の襖 4 面は、すべての面に引き手や金具の痕跡があり（図 5.9）、紙継ぎの間
隔が短く、切り継ぎの経歴が想定できる箇所もあるなど、もとは現在とは違う寸法であった
と考えられる。中央の 2面は、手掛かりを残して開放されており、障壁画の大半が両脇の 2  
































 図 5.9 引き手の痕跡                    
図 5.8 下一之間保管状況 































 上一之間は、桁行 2 間、梁間 1 間の室である。障壁画は、東側から反時計回りで、襖 4
面、壁貼付 1面、帳台構え 4面、舞良戸 4面となっており室の各面で形態が異なっている。 

































図 5.10 緑青ヤケ                   図 5.11 欠失周辺の変色 
図 5.12 本紙の継ぎ足し（襖）                         
図 5.13 パネル下部の金具      図 5.14 帳台構え 
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 上二之間は、桁行 2 間、梁間 2 間の室である。室中と上一之間の境に襖が 4 面ずつ、東
側の縁境と南側の物入れとの境に舞良戸が 4面ずつの計 16面がある。 
 襖は、他室と同様に手掛かりを残して開放された状態となっており、常に露出している部
分とそうでない部分とで保存状態に差があり、露出していない部分の損傷のほうが少なか
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った。上二之間の障壁画は描画密度が高いことで、本紙の欠失が目立ちにくく、遠目には保
存状態がよく思われた。近づくと直径 50ミリメートル以下の欠失は多数あった（図 5.15）。 
また、描画の褪色はあまり進んでいなかったが、上一之間境の襖の金泥付近に赤みを帯びた
変色がみられた。 



















 下二之間は、桁行 2 間、梁間 2 間の室である。下一之間にて保管されている室中境以外
の三方向に障壁画が収められており、下一之間境に襖 4 面、縁境と北側の庫裏への接続部





 下一之間境の襖は、中央 2面が 200ミリメートル程度の手掛かりを残して、開放されて 

































図 5.15 細かな欠失                 図 5.16 ほこりの堆積 
図 5.17 ヤケ具合の差     図 5.18 虫なめ  
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表 5.1 正伝寺本堂障壁画の損傷要因の分類と発生箇所 
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6）大森健二は、『正伝寺方丈に就いて (その 1) : 金地院小方丈移建説の疑』（日本建築學會
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12）本堂の東側には、枯山水庭園があり、寺伝によると小堀遠州作庭とされる。これは、京
都市指定名勝に 1985年 6月 1日に指定された。 
13）以下を参照して、正伝寺周辺の気候的特徴と天候を把握した。 


















































































第 1節 日常の保存管理による室内環境の改善策 
 第 2節 日常点検による劣化損傷の予防 
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好文亭奥御殿では、温湿度変化の計測を実施した 4 室の湿度変化を比較した際に、高い
































































































 図 結.1 温湿度環境整備における現地保存の可能性チェック 





































































































図 結.2 光環境整備における現地保存の可能性チェック 
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第 2節 日常点検による劣化損傷の予防 
 
 「第 1節 日常の保存管理による室内環境の改善」では温湿度と光環境に関して、それぞ
れ現状の保存管理について見直しながら現地保存の継続を判断するためのフローチャート
































































































































表 結.1 建造物と建具の状態の確認表 


































表 結.2 保存管理手法の確認表 
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第 3節 現地保存の可能性から考える保存管理手法の選択 
 
 本論では、第 1 章で文化財建造物における障壁画保存のあり方について述べたうえで、
障壁画保存の現状の問題点と課題を抽出し、障壁画の劣化損傷要因の解明と保存管理状況


























































































































































































































































































































































































「日本建築史基礎資料集成 十六 書院Ⅰ」、中央公論美術出版、1971.12.1 



















































































































平成 28年 3月 植松みさと 
 
